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15.イガの生態に及ぼす湿度の影響★ 川原幸夫'(京都大学一員学部 昆虫学研究室)35.4.30受理

イガ (TineaI)elLionella)の生態に好適な湿度を知るために,･いろいろの湿度のもとで成虫の寿飴,

産卵数,那,幼虫の発育期問,羽化曲線について調べた.関係泣皮75-90% がその大虫飼育のため

に好適なことを知った.

は じ め に

この研死は重要な羊毛害虫の1つとしてよく知られ

ているイガ (TineaPelZionella)の生活史,生態をあ

きらかにし,同時に屋内害虫としての生態的特性を把

握し,.得られた知識にもとづいて,本種の有効な大量

飼育法を確立しようとして行ったものの1つである.

一般に殺虫剤に対する生物試験用昆虫を大虫飼育-_4る

場合,またある笹の昆虫の実験生態的研究をすすめる

場合においてもまずその対象とする昆虫の飼群環境要

因,とくに温度,湿度,生息密度,食物などを組み合

せた最適飼育条件を見出すことは重要なことである.

部署は前掛 こおいて,イガのいろいろな温変のもとに

おける増,% 発育笹ついて概容報告した.本論文では

増軌 発育に関係する要因の中でとくに重要な因子の

1つと考えられる湿度をとりあげ,湿変と成虫の寿愈

･産卵,卵 ･幼虫の発育との関係,羽化曲線におよぼ

す湿度の彫轡などをあきらかにしょうとした.

本文に入るに先立ち,終始御指串を頂き,かつ抑校

閲を賜った内田俊郎教授に厚く御礼を申し上げる.蕊

た有益な御助言を賜った河野達郎助教授,実験にあた

って極々便宜をはかって頂いた当研究室の皆様に対し

ても御礼申し上げる.

実験材料と方法

材料ま前報7)に用いたものの子孫である.すなわち

温変300,湿皮60-70%R.H.,飼料として10%乾燥粉

末酵母をふくませた純毛フランネルを用いて継続飼育

を続けてし､るス トックである.飼育温度は300,関係

'湿励まCaCl_,,Ca(NOB)ゎNaCl,KN03の過飽和水溶

紋および恭河水によってそれぞれ32%,54%,75%,

90%,100,% に調節した.実験方法の詳細については

■項目ごとに述べる.

成虫の寿命･産卵におよぽす湿度の影響

幼虫をあるきまった温塩安条件のもとで飼育し,そ

-れより羽化した成虫の寿愈･産卵がいろいろの湿安条

L件のもとでどのように変化するかを調べた.300,69

-70%R･H･のもとで飼育しているス トックから羽化

一後24時間以内の成虫をとりだL CO&で麻酔して雌雄

をわけ1対づつにして小型シャーレ (径 4cm, 高さ

i.5cm)に純毛点サ-ジの産卵用布とともに収容し,

これをあらかじめ調湿してある容器にそれぞれ収め,

産卵数,寿缶をしらべた.この突抜の場合,確堆どち

らかこが早く死んでも新しいものは補わなかった.結果

を第1嵐 第1回に示す.

産卵数はどの湿変条件のもとでも個休変異が大きく

はっきりした定向的な変化はみられない.100%から

75%の間ではあまり顕著な差は認められないが湿変の

低下にともなって若干減少するようである.変異の巾

には傾向的な変化はみられない.このように低い温度

のもとや産卵数がやや少くなることは後で述べる寿飴

と関係があるのかも知れない.

Table1. Theeffectofrelativehumidity.onthenumberofeggslaidperfemaleat300.

R(･品 目 ,O;irOsf lMe;anidnuperPrbef:mO!leeggSl｡｡icu?antSg:nmcee!inmi(t950k,) Icoef･o三̂oo,V)ariation

* 京都大学良学部昆虫学研究室菜畝節337号.

78



防 虫 科 学 第 25 巻-I

5

s
J(
I
:
P

u!

au
]!L

40 80

Relativehumidity

Fig･1.Durationofadultlife(femaleinopen
circle,male】intlosedcircle)atfivedifferent

conditionsofrelativehumidity.

茄1図に示したように寿命はまた湿度条件に依存し

ているようで,75%のもとでは平均6日内外で湿度が

低くなるにつれて短かくなり90%R.H.と32%R.H.

では約2日の差がある.表には示さなかったがいろい

ろの氾皮のもとでの産卵消長曲緑は前報7)の場合と同

様で,どの湿度条件のもとでも羽化後1-2日に産卵

率は最高に述する.寿命曲椋もまた前報と同じ俄向を

示し,高い湿度ほど寿命は長くなり,低い湿度のもと

では短かくなる.また多くの昆虫の例とは反対に雄の

琴曲は確よりも若干長命のようである.このことはコ

イガにおいてもみとめられている5).

卵期におよぽす湿質の影響

あるきまった温度条件下における,卵の発育におよ

ぼす関係温変の好饗を知るために300,･60-70,%求.H.

のもとで採卵し,産卵後12時間以内の卵を底に無色布

をしいたシャーレに50卵づつ収容し,これをあらかじ

めいろいろの塩額飽和水溶紋で調湿してあるデシケ-

タにおさめた.実験の繰りかえしほ各湿度区とも4回

である (第2末).

各湿度条件のもとでのふ化率を比較してみると 100

%R.H.のもとでは糸状菌の発生が著しくふ化率は低

下する.他方32%RH.のもとでは卵が乾燥する結果

ふ化率は非常に低くなる.中間の75%R.H.でふ化率

は最も高くなり,コイガにおいて観察された結果6)と

同じである.約 10-20% R.H.の CaCl2の区では全

くふ化はみられなかった.300のもとでの本軽の卵期

間は約6日で,卵期間におよぼす湿度の静蟹はそれほ

ど大きいとはいえないが低い湿度のもとでは高い湿圧

条件のもとよりも約 1日の延長がみられた (窮2袈).

このように本超の卵は,比較的高い湿度のもとではふ

化率も高く,卵期間は短縮される.これらの結果と同

様なことがコイガの卵においてもみとめられているが,

CheemaS)によれば本軽の卵の発育日数,ふ化率には

関係湿度は影響しないと述べている.

幼虫,帽の発育におよぽす湿度の影響

前掛 こおいて種々な温度のもとで幼虫のふ化から羽

化までの発育所要日数をしらべ,その間に幼虫の体重

をnrl定し,これをもって発育の指標とした.本位の発

育は一般に高い温度のもとでは比較的短期間に,ほと

んどの個体がそろって羽化するが,温度が低くなるに

したがって羽化期間は長くなり変異の巾も大きくなる.

平均発育日数の最も短いのは 27.50で38日を要し,

200における90%羽化日は190日であった7)..本実験

では飼育温度300でいろいろ湿度をかえて幼虫を飼育

し,各時期別の死亡率,一発育日数に与える関係湿度の

A;,撃をしらべた.飼育容掛ま径 4cm,高さ1.5cm の

小型シJb-レを用い,幼虫の飼料には10%乾娩粉末酵

母をふくませ乾燥した純毛フランネル (2×2cm)を

Table2..Theeffectofrelativehumidityonthelengthofeggstage
anditshatchabilityat300.

"eoipof lpeLrcen三遷 abilitylMean IcinpGudleF;Si,i-m!tanof 1 vcaor(義tiooi
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与えた.この布とふ化後24時間以内の幼虫10個体を調

湿してあるデシケ-タに収めた.鑑察個体数は各湿度

区とも60-70個体で,実験開始後10日転に飼料をとり

番え,死亡個体は同時にとりだした.したがって各シ

ャーレの個体数はまちまちできまってはいない.

種々の湿度条件下における幼虫の各令期の死亡率を

第2図に示す.横軸にふ化後の経過日数をとり,縦軸

には最初の総個体数に対する累積死亡率を示した.各

20 40 α) 80

Timeindays

Fig.2. Accumulatedmortalitycurvesoflarvae
at丘vedifferentconditionsofrelativehumidity.

- +- 100%, --0-190%,I-I+--･75%,I

- 0- 54%,一･一●一･一32%.

湿度区とも羽化前,あるいは羽化初期までを示した.

さきに筆者は温度と死亡率との関係を報告したが,

その中で200から300までのいろいろな温度における

生存率にはさほど顕著な差はみられず,各温度区とも

70%以上の羽化率を示したが,図に示した通り,幼虫

の発育におよぼす湿度の彫饗は大きく,高い湿度,あ

るいは低い湿度のもとでは時間の経過とともに死亡率

は唄次上昇する. 100% R.H.のもとでは飼料に糸状

菌が発生し,イース トが固放して著しく汚染される結

果,羽化前には絵個件数の70%ちかくが死亡し,生存

したもののうち羽化したものは任かに15個体であった.

これに対し32% R.H.のもとでは新進的に死亡率は増

80

加するが,高い証皮に比較すればはるかに低く約30%

が死亡したのみである. 最も生存率の高いのは 75%
R.H.でふ化後40日目において僅かに4%が死亡した

のみであった.このようにイガ甲発育,生存は極端な

高い湿度を除いて,90-30% 衣.H.の聴園内では可能

であり,屋内害虫の共通性としみとめられている環境,

とくに乾燥に対する広い適応性がみとめられる'.

本種はふ化と同時に摂食を始め,かみきった毛を吐

きだした糸でつづりあわせ巣をつくり,羽化までこの

巣の中で脱皮をくりかえし発育する.痢化も巣の中で

行うので正確な煽期をしらべることはむづかしい.し

たがってここでは幼虫期,煽期をふくめての発育日数

で示した.いろいろな湿度のもとで毎日羽化してくる

個体の消長を5日ごとにまとめて羽化煩皮分布曲線と

して示すと第3図のとおりである.前にも述べたよう
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Fig.3.Durationofp〇Stembryonicperiodatfour
differentconditionsofrelativehumidity.

に100%R.H.では死亡率が高いので図から除いた.こ

の図からもあきらかなように90% R.H.では幼虫期間

も短かくほとんどの個体がそろって羽化するので発育

所要日数の琉度分布は鋭い1山を形成するが,湿度が

低くなるにつれて頻度分布曲線の山は低くその形は双

峯型,あるいはそれ以上の山を形作り,かつ発育日数

は長くなる.羽化期間は75%R.H.が最も長 く,それ

以上湿度が高くなっても低くなっても短い.また羽化

曲線の山の型は湿度が低くなるにつれてしだいに羽化

の前半の山が低くなり,反対に羽化の後の部分を形作

る山が高くなる.云いかえれば高い湿度のもとでは早

く羽化する個陣の割合いが多く,湿度が低くなるにつ

れてしだいに発育の遅れる個体が多くなることを示し
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ていると言える.すでに報告したとおり,本位の発育

は個体変異が大きく,好適温皮条件･の花相と考えられ

る 27O-300のもとでの発ff期間は40E]から70日!=わ

たり,変異の巾はきわめて大きい.本種の発育を個体

飼育により観察した結果3･9)によれば同一温泣乾条件

のもとでも,幼虫の脱皮回数はまちまちで発育日数も

令調が多くなるにつれてのびる煩向がある.したがっ

て当然羽化曲線の形は多くの昆虫にみられる山型の羽

化山緑 とは只り発育期間の長い万に苓しくのびる.-
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殻に羽化Fll感は左右不相称な曲線を形作るが,
羽化曲

線を逆放転換すると正規曲線にあてはまF),
また耕皮

分布血縁を累5'1伯の百分率になおしてProbit転換す

ると沿線性を示し
,い
わゆる逆数正規性が認められる
.
内印ll)はアズキゾウムシの羽化曲線を解析し,い
ろい

ろの生息深安のもとでも,
また異った環境湿圧のもと

でも大体逆数正規性が成り立つことをみとめている
.

この実験においてはいろいろの湿度灸件によって羽

化曲線がどのようにかわってゆくかをみるために,
そ

Fig.4. Accumulatedfrequeucycurveofemergenceatdifferentconditionsofrelativehumidity.

(upper;75%, leftinmiddle:32%, rightinmiddle:90%, leftatbottom:54%,
rightatt泊ttOm:100%).

Table3. Percentageofemergence.proportionoffast･growing(A)andslow-growing(B)
individuals,regressionequation,andcalculatedmediandayforeachgroup.

* M.･･････Mediandayofemergencecurve.
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の逆数正規性をしらべてみた.結卿ま邦 4回に示した

とおりで,高い湿安 (100/Oo'R.II.,9〕,Oo'luI.)ではは

っきりと田緑性を示しており逆数正規性がみとめられ

る.しかしながらそれ以下の低い湿度のもとでは何れ

の場合にも1本の垣線とはならず,ある1つの交点を

もった2本の直線で示される.すなわち75%R.H.以

下の泣度条件のも与での羽化曲線は申純な逆数正規性

はみとめられなかった.ここで 100%R.tI.,90%R.H.

は百線で示されるからそのままとして,75%R.H.以下

の低湿度区について,早く羽化してくる群をA群とし,

おそく羽化してくる群をB群とすると,両群は憤斜を

異にする2本の回帰直線で区別される.したがってA,

B両群の個体数の比率は交点の縦庄標 (Probit)から

推定され,A,B両群の幼虫の発育日数の中央値も回

帰直線から求めることができる.またその培準偏差も

回帰式から計算できる.これら両群の比率,発育日数

の中央値,標準偏差をもとめて第3表に示す.表から

わかるように,2つの群の個体数比をみるとそれは環

境湿度に依存的であり,低い湿変になるほど発育遅延

群の割合が多くなり,幼虫の平均発育日数も湿度が低

くなるにつれ長くなる.羽化期間は75%R.H.以下で

は低湿になるほど短く,標準偏差は小さくなった.

考 察

幼虫期を300で飼育され羽化した成虫雌はすでに卵

B!はよく発達しておりほとんどの桐休が羽化後ただち

に交尾,産卵をはじめるが,成虫を契った氾皮下にお

いて寿命,産卵をしらべると,粒度が低くなるにつれ

寿命は短かくなり産卵数も減少する(節1図,符 1表).

句日の産卵の消長は各湿度区のあいだでははっきり

とした違いtまみられず,ほとんどのm体が羽化後2-

3Erで産卵率は最高に達し以後しだいに減少する.一

般的にみて高い湿度のもとで産卵数は多く,寿念もま

た長くなる.これらのことから本軽の成虫の生存.産

卵に好適な湿度環境は75%-90%R.H.くらいである

と推察される.卵期におよぼす湿度の彫ち削まあまり大

きいとはいえないが,低い湿度のもとでは高い湿度の

もとよりも約1日のおくれが見られ,卵の死亡率では

第2衣に示したとおり高い湿度ほどふ化率が高く,30

% R.H.では約 1/2となり,10-20%R.H.のもとで

はまったくふ化する卵はみられなかった.これら卵の

期間,̀ふ化率などからみて,本位の卵はノシメコクガ

1)でみられるような乾燥に対する適応性はあまりいち

じるしいものではないと考えられる.しかしCheema

nによれば本種の卵は30,%R.H.でも,80,%R.H.で

も卵期間,ふ化率ともにちがいはみられないと述べて

おり,羊こに持た結果と只っている.

82

本位の幼虫はふ化後ただちに槌をつくり,/羽化まで

このa!の中で生活するので,一般に好適な環境のもと

では死亡率は既い (邦2図).図に示したように羽化

までの死亡率は中間の75%R.H.のもとでは,わずか

に4%である.しかし高い湿度のもとでは飼料に菌が

発生し,配も汚染されて幼虫の死亡率を高めるようで

ある.また逆に低い湿度のもとでは飼料が乾燥し,摂

食活動は不活発となり発育日数は長期間にわたる.結

局羽化率は第3表に示したとおり75%R.tl.が最も良

好でそれより高くなっても低くなっても死亡率は増大

するが,高い方よりもむしろ低い万が羽化率は高く,

屋内苦虫の共通性としてみとめられているところの乾

燥適応性は比較的大きいようである.

前報でも指摘したように木理の寵青は個体変異が大

きく,発育は不揃いである7,8).この実験においても高

い湿度のもとでは比較的そろって羽化し,いわゆる羽

化曲線は逆数正規性を示すが,75%R.H.以下の湿度

のもとでは発育は不揃いで2山あるいはそれ以上の山

をつくり,羽化曲線は正規曲線とはならず逆数正規性

もみとめられなかった.発育のおくれる個体は湿度が

低くなるにつれてしだいに増加し,B群の回帰層線の

憤斜は急になる.このことは湿度が低くなるにつれて

A群からB酢へうつりかわる個体が多くなることを示

していると考えられる.Cheema3) はいろいろの温湿

度のもとで本位の幼虫の脱皮回数,各令期閲をしらべ

ている.210から300,30%R.H.から90% R.H.の

あいだでは5令から12令におよぶ個体があることを報

告している.他方辻井9)は 300, 75%R.H.のもとで

胴体飼育により脱皮回数をしらべた結果,本樫の幼虫

には雌雌とも4,5,6,7令型があり,それぞれ発

育日数は令期が多くなるにしたがって長くなることを

みとめている.これらのことから東経の幼虫期におい

てほ同じ温湿度条件のもとでも変異が大きく,個体飼

育,集合飼育においてもともにいちじるしい変異性を

示すが,前に述べた同一個体群の中においても,2本

の回帰宙緑で示される2群があること,また湿度条件

の低下につれて発育遅延群の割合が多くなる■というこ

とは,本柾が不通な環境湿度に反応して,脱皮回数を

増加する偶作が多くなり,おそらく辻井の指摘した6,

7令型が増加してきたものと考えられる.

結局前報で述べた温変環境のちがいは本位の発育日

数に大きく雄響するが,幼虫の死亡率にはあまり大き

なちがいはみとめられなかった.ここに述べた関係湿

度は発育日数にも大きく形響するが,それと同時に幼

虫の死亡率にも大きく働くようであり,その結果が羽

化曲緑の型となって表われてくるものと思われ,前述

したB酢のfn加がこのことを示しているといえる.
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次に以上の結果を本fLTiの大lIt飼育の視点からみる.

一般にある世代での昆虫のm机を考える場合,只附付

には産卵数,ふ化私 党-lfHA'(,羽化串,性比などが

関係してくる.ホ種の和親に好適な況鑑粂作を項目別

にみると,まず産卵数は低い氾rlEよりも75,%R.H.以

上の高い粒度のもとで多い..ふ化率の広遠泣鑑は75/5'o'

R.H., ふ化から羽化までのmmの広も短いのは90,%

.RILであり,羽化率の投も古いのも',75,形 R.17.であ

ったこ

Birch2)は貯殻苦虫2柾について, いろいろの温湿

度条件下で,･産卵数,生存率,発育日数,性比をし'ら

べ昔 (性比は 1=1として,Eは1雌あたり産卵

数の合計, Sは卵から成虫までの生存率,D は卵か

ら成虫までの発育日数)を以って相対率としている.

各詑変区における本位の増水率を,あるltLr代を蝉位

として計許してみると節4末に示したようなる.rすな

Table4.Therelationbetweenrelativehumidities

andthereproductiveratecalculatedbyBirch's
formula.

わちある畔位時間における昭煎率は,温度300のもと

では,75,00'一R.H‥が最も市く,以下 90,% R.H.,54%

R.tL となる. このことから増水の段通湿度は 75%

Rtl.内外であるということができる. したがって本

位の大正飼育に有効な湿度花田は, 75,% R.tI.,ある

いはそれ以上90%R.H.までの比較的謁い粒度が好適

条件であると推定される.

摘 ` 要

1.-いろいろ只った関係況皮のもとでイガの産卵数,

寿命をしらべた.産卵款は低い氾皮 (32,54,% R.H.)

よりも謁い氾鑑のもとで若干多い.平均Jf:砧は雌雄と

も況皮が低くなるにつれて短かくなる.75JOo'R.H.で
6日,̀32%では4日である.

L2. 卵lg]rL"Jは氾狂が低くなるにつれてわずかに長く

なる依向があ1),75,00'R.H.以上の湿圧のもとでは6

日,.32,% R.II.では7日である.卵の死亡率は 75,Oof

R.㍗.が投も低く, これより湿度が高くなっても低く

なってもJi:化翠は低率となる.

芦･ 羽化抑圧分布曲線を黙L'iTlliの百分率になおし,

Probit転換して逆L'(正規性をしらべたところ,100,

90/Oo'R.tI.では正規地紋で示されたが,75,% RII.以

下の条件･のもとでは逆数正規性はみとめられなかった.

柁変の低下につれて発育遅延群の割合が増加した.

4. 各粥の回付由縁から幼虫のふ化から羽化までの

発育日数の中火伯をしらべた結果,75,00'R.lLではA

‡汀48日,B粥93日,32,% R.H.では89日,1ひ1日であ

った.羽化率の瓜も市いのは75,%R.H.である.

5. 以上の結果から各湿度区につい均湘串を比較し

た.奉程の産卵,発育には関係湿度75-90,%が好適な

湿度和田と考えられる.
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R由um6

In thepreviouspaper,theinfluenceoftem･

peratureonthelifehistoryofthecase･bearing

clothesmoth,Tz'f7eaPeLll'onelLa(L).wasreIX)rted.

Thispaperdealswiththeeffectofrelativehumidi･

tyuponthegrowthandreproductionofthisinsect.t
Experimentswereconductedundertheconstant

temperatureof300ccombinedwithvariedrelative

humiditiesof32,54,75,and100percent.

Themeandurationofadultlifebecameshort

withthedecreaserelativehumidityinbothsexes

(Fig･1).Theaveragenumberofeggsperfemal?

wasslightlyincreasedathighpercentageofrela･

tivehumiditythanatlowrelativehumidity(Table

1).Thelengthofeggstagewassomewhatlonger

inthelowerpercentageofrelativehumidity.The

eggmortalitywaslowestatthe75percentrelative

humidity.becominggreaterastheatmospheric

moisturewasincreasedordecreasedfrom this

point(Table2).

Larvaewererearedonthepurewoolflannel

83
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impregnatedwith10tkrCentyeasttX)Wder.Under

themoistconditionof90-100percentR.H.,almost

alloftheindividualsemergedintheearlydate

andthesequentialemergencecurvewasunimodal

initsshape.Whilethedevelopmentofindividuals

tcingunderlowerrelativehumiditieshadslow

rateofdevelopmentanditsfrequency curvehad

twoortllreepeaks(Fig.2).

Itisbelievedthatthesequentialfrequencycurve

ofadultemergenceinapopulationisagreewith

normaldistributionifthereclprOCaltransformation

ismadeintimescale(Utida1959).Toexamine

this,theaccumulatedfrequencycurvetransformed

intoprobitwasplottedagainstthereclprOCalsof

tl一etime.Theresultshowedthatthecurveobtained

atbigberrelativehumiditiesagreeswithnomal

distribution.butthatattheloweronedoesnot

点t. Thetransformedcurve.with 1attercasewas

dividedintotwoparts(AandBgrou押). The

proportionoftheindividualscompSedofgroup

Bincreasedprogressivelywiththedecreaseof

atmosphericmoisture. Themeandurationfrom

batcbingtoadultemergenceforeachgroupof

insectscantk calculatedfrom thetransformed

curve(Table4).Theseparationintotwogroups

indicatesthattheindividualshavingdifferential

sensitivitytotheenvironmentalfactorsarein･

eludedinthepopulation.Thehighestpercentage
＼-

oflarvaecompletedtheirdevelopmentaIldemer･

ged.asadultsin75percentrelativehumidity

(Table4).

From theresultsdescritxedabove,itmaybe

concludedthattherelativehumidityaroundof

75percentismostfavourableforthemass一
I

propagationofthismoth.

抄

2･(2,4,5･Trichlorophenoxy)･propioTLicacid
のアミノ酸誘導体の合成と植物生長調節作用の

予備試験

C.F.Krewson,J.F.Carmichael.T.F.Dral(e,

∫.W.MitchellandB.C.Smale. Synthesis
andPreliminaryEvaluationofAminoAcid
Derivativesof2･(2,4,5･Trichloropbenoxy)pro-

piodicAcid. ∫.Agr.FoodChem.,8.104
`(1960).I

以前に chlorophenoxyaceticacid郊および 21(2,

41dichloroph占noxy)-propionicacid(2,4･DP)の光学

活性アミノ酸誘古体の柾物生長調節作用を報L.]Jlしたが,

現報では 2-(2,4.5-trichlorophenoxy)･propionicacid

(2,4,5･TP)の D-,L･,および DL-アミ/戟 (alanine,

cystine,leucine,methionine,phenylalanine,tbreo･

nine,tryptophan,asparticacid)誘導体を合成し,

2,4.5-TP とともに生長調節作用をラノt)ン法を用い

てマメ,ヒマワリ,キウリの茎屈曲,根の生長抑制,

上偏生長,分芽増殖等で試験した.

'12,4,5-TP のアミノ酸誘串休の作用は chlorophen-
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oxyaceticacid誘串体の作用よりも一般に低くその作

用型は 2,4-DP誘導体に似て居 りL･および DL･アミ

ノ酸誘導体は2,4,5･TPそのものよりも放分低いがか

なりの作用を示したが,ただ L･tryPtOphanは例外で

全く作用を欠いていた. それに対し D-アミノ敢誘導

体では D-alanine,D-tryptOphan誘苛休以夕日王とんど

作用を示さなかった.

このようなアミ~ノ酸の立体配置のちがいによって生

じ9_生長調節作用の相違は,先に観察された chloro･

phenoxyaceticacid誘導体の場合と同様に,L･amide

結合を開裂して phenoxyacidの carboxyl基を遊離

させる加水分解酵素が細胞中に存在し D-amide結合

はほとんどその酵素の作用を受けないためであるとも

考えられる.しかし2,4lDPや 2,4,5･TP等の phen-

oxypropionicacid誘導体では,D一誘苛肘 まほとんi:

作用を示さず, L･および DL･誘導附 ま弱いが大いに

選択的な作用をもっている.このことは,これらの生

長調節作用が分子全体の歎采によるという別の見解に

有利である. (河津一俵)
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